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琉球波照間方言の助数詞

－その形態と意味構造一

大野眞男

1．事物の数え方

波照間方言における事物の数え方の表現には次の３通りの形式が存在する。

１）基数詞による

２）数を表す形態十名詞による

３）数を表す形態十助数詞による

本論においては、３）のく数を表す形態十助数詞＞により数量表現をするものの記述を主たる目

的とするが、１）２)の数え方も本土方言などと対比して特徴的であるので以下に記述する。

１)の、「一つ、－つ、二つ・・・」のようにく基数詞＞により数量表現をするものは、本土方

言（あるいは共通語）と比較してその数が多く、次のようなものが調査で確認された（注１）。

dzubagu（重箱）ｋｏ:sｉ（菓子）ｓｉｎｕ（着物）sikubI（帯）ｔａｂｌ（足袋）

katsa（笠）Futsi（櫛）katsa（蚊帳）ｎｉＮ（荷）katana（包丁）kaNsurl

（剃刀）ｂｕｎｕ･jusi（斧）patsaN（鋏）ｋｏ:rｉ（香炉）nabaku（衣類入れの箱）

sudzuri（硯）hakimuN（掛軸）？udzu（布団）ｓana(傘）kaUgaN（鏡）saNJiN（三味線）

ｐａｔａ（旗）sumutsI（書物）Ｉｉｇａｍｉ（手紙）ｔＪｏｍｅＮ（帳面）ｆｆａ（倉）ｊune

（畝）sakaslki（杯）ｗａ:．jａｍａ（拝所）ｂｕｓｌ（竹の節）

なお波照間方言の基数詞cardinalnumberは次のようである。

ｐｌｔｕｌｔｓｉ（－つ）Ｆｕｔａ:tsi（二つ）ｍｉ:tsi（三つ）ｊｕ:tsl（四つ）７issi（五つ）

nntsl（六つ）nanatsii（七つ）ｊａ:tsi（八つ）hakonatsi（九つ）ｔｕＲ（十）
ｏ

ｔＵ:pitUXtSi（十一）ｔＵＸＦＵｔａＸｔＳｉ（十二）ｔＵ:miXtSi（十三）tUXjUXtSI（十四）

ｔｕ:issi（十五）・・・・nindzu（二十）nindzupitu:tsi（二十一）・・・・sandzu（三十）

sindzu（四十）gundzu（五十）rugudzu（六十）nanadEu（七十）patsldzu

（八十）kundzu（九十）ｐｊａ:gｕ（百）nipja:gｕ（二百）ｓａｍｂｊａ:gｕ（三百）・・・

ＪｉＮ（千）・・・・ｍａＮ（万）

また「ひい・ふう・みい・・・」に当たる言い方として、－から十までは次のようにも数える。

diX（一）ｔａＸ（二）miX（三）ｊｕ：（四）７is１．７itsＩ（五）ｍｕ：（六）

ｎana（七）ｊａ：（八）hakonaX（九）ｔｕＸ（十）

２)の、＜数を表す形態十名詞＞により数量表現をするものは、例えば花について示すならば、
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pltupana（一輪く一花＞）、Futapana（二輪くこ花＞）、pananumixpanasakjaN（花が三

輪く三花＞咲いた）のように、本来は数える対象を言及する実質名詞を助数詞的な位置に転用し

ているものである（注２）。このような類としては次に示すようなものが確認された。

ｐana（花）ｐａｘ（葉）ｎｉＮ（根）ｋｉｍ（世帯）peX（鍬）sitari（蜜柑の房）

ｂｕｓｉ（竹の節）ｄ３ｉＮ（膳）

これらの他に、ｐｉｔｕ（人）についても、４人までは(ri)という助数詞を用いるが、５人以上にな

るとｐｉｔｕか助数詞的に使われる。

このようなケースにおいて実質名詞に結びついて数量表現をする、数を表す形態は、以下に示

すようである。またこれらの形態は、後述する助数詞に結びついて数量表現をする形態でもある。

ｐｉｔｕ－（一）Ｆｕｔａ－（二）ｍｉ:－（三）ｊｕｘ－（四）７isi-．，itsI-（五）nn-･ｍｕ－
ｏ

（六）nalla-（七）ｊａｘ－（八）hakona:‐･hakona-（九）ｔｕｘ－･tｕ－（十）

2．助数詞の分類

言語の文法は一般的に特定の概念範畷を反映しているといわれる。また多くの言語では、物を

数える形式は、数える対象の事物の分類classificationと関連している。本論で扱う助数詞nu-

meralclassifierを含めて類別詞classifierlanguages一般においては、複数の名詞が特定の

カテゴリーのもとにマークされている。そのような言語の文法的仕組みの分析を通して、その言

語主体の概念範鴫の構造を理解する際の重要な手がかりが与えられると考えられる（注３）。

助数詞numeralclassifiersは、事物を数えるときに、数詞numerativesとともに、対象の事

物を指示する名詞に伴って用いられる語類と考えることができる（注４）。日本語の助数詞の考

察に際して、Sanches（1977）・Berlin＆Ｒｏｍｎｅｙ（1964）などを参考にして以下のように４つ

の意味的範鴫に分類することができる。

１）対象のタクソミーにより決定される助数詞

２）対象の形状により決定される助数詞

３）対象に対する動作によって決定される助数詞

４）対象を納める容器によって決定される助数詞

１)のくタクソノミー助数詞＞は、数えられる対象の事物に対する基本的な分類（言語・民俗的

な分類）を反映したものであり、助数詞の中では類別詞として最も上位に位置する意味範鴫であ

る。２)のく形状助数詞＞は、対象の事物の物理的な形状に着目したものである。３)のく動作助数

詞は＞は、数えられる対象の事物が作成される際に、あるいは現在の形状に至る過程において、

行なわれる動作を反映したものである。４)のく容器助数詞＞は対象の事物を数える際の容器を指

示する名称が助数詞として用いられているものである。このく容器助数詞＞の場合は、類別詞と

して対象の事物本来の意味特徴をあまり反映することがなく、むしろ計量詞に近い性格を持って

いる。これらの種々層の助数詞が同一の対象に対して複数用いられることもあるが、このことは
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類別詞として対象を分類するときに複数の意味範囑による把握の仕方が存在しうることを物語っ

ている。

3．助数詞の記述

上記の分類にしたがって、以下に波照間方言の助数詞の形態と意味を記述する。助数詞は形態

素表記を行ない、その異形態は音素表記をした。特に断わらない限り、その他の語例はすべて音

声表記とするが、これらの波照間方言の音韻体系については、大野（1988）・平山（1983.1988）

を参考にされたい。音声表記に際しては、かぎ〔・・・・〕を省略する。また波照間方言に顕著な

無声化についても、音韻的なものでない限り省略する。理解の便宜のためにく・・・．＞には相当

する共通語表現を表記する。

3.1タクソノミーにより決定される助数詞

(1)（rl｝・・・・人間く＝人＞ｏ

ｐＩｔｕｌｉ（１～）Futari（２～）ｍｉｔａｒｌ（３～）jutari（４～）

ｐｉｔｕ(人）を数える時の他に、，ujapitu（先祖）・７iXbeX（位牌）に対しても拡張して用いら

れる。五人以上の時は、実質名詞を転用して－ｐｉｔｕを用いる。

(2)｛gara｝・・・・動物などく＝匹＞・

音韻的に条件づけられる異形態として、／Rra／（無声化しない母音の後につき融合）．

／kara／（無声化した母音の後）．／gara／（上記以外）がある。

pito:rａ（１～）Futa:rａ（２～）ｍｉ:gara（３～）juxgara（４～），isIkara（５

～）Pngara（６～）nanagara（７～）jaXgara（８～）hakonaXgara（９～）

ｔｕｋａｒａ（10～）

７ｕｓｉ（牛）・ｍｍａＮ（馬）．，inu（犬）・maXju（猫）．？usagi（兎）．pimidza（山羊）

などの動物の他に、ｔｕｒｉ（鳥）・ｇｏｋａ（鶏）・juX（魚）・ｍｕｓｉ（虫）・ｔａｋｕ（蛸）．？iXgaX

（烏賊）などに対して用いられる。

(3)（ｍｕｔｕ｝・・・・植物

pitumutu（１～）Futamutu（２～）miXmutu（３～）ｊｕ:ｍｕｔｕ（４～），itsimutu

（５～）ｎｎｍｕｔｕ（６～）nanamutu（７～）ｊａＸｍｕｔｕ（８～）hakona:ｍｕｔｕ（９～）
ｏ

ｔｕ:ｍｕｔｕ（10～）

ｐａ:jaseX（葉野菜）・ｎａＮ（菜つば）．ｎｅｇｉ（葱）・Futsa･Futsandani（草)などの草本植物

の他に、ｋｉｘ（木）・ｔａｋｉ（竹）などの木本植物に対して用いられる。

(4)（SIN]）・・・・植物の実などに対して用いられる（注５）。

pitusiN（１～）Futas1N（２～）ｍｉ:si【Ｎ（３～）ｊｕ:siN（４～），itsisIN（５～）

nnsiN（６～）nanasiN（７～）ｊａ:SＩＮ（８～）hakona:siN（９～）tutsiN（10～）
｡
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FuJ1abu（蜜柑の実）・kaJ1abu（野葡萄の実）・mand30R（パパイヤの実）・tokkiN（小さな

種のばんしろうの実）・baNJuru（大きな種のばんしろうの実）・baxsanunaxri（バナナの実）

などの果実や、goxja（苦瓜）．，uriN（胡瓜）・kabutJa（南瓜)などの実野菜､de:guni（大根)．

，agadeXguni（人参）・mudzI（里芋）.，agaN（薩摩芋）などの根菜類などに対して用いられ

る。

(5)｛Ima｝・・・・Ｆｕｎｉ（舟）＜＝隻＞

形態的に条件づけられる異形態として、／noRna／（６以上の数に対して）．／Rna／（_上記

以外について融合）がある。

pitoXna（１～）Futoxna（２～）ｍｊｏｘｎａ（３～）ｊｏｘｎａ（４～）７itsoxna（５～）

muno:ｎａ（６～）nananoKna（７～）ｊａｍｏＸｎａ（８～）hakonanoxna（９～）

tuno:､ａ（10～）

(6)｛taN｝・・・・ｎｕｎｕ（布）＜＝反＞
ｏ

ｉｔｔａＮ（１～）nitaN（２～）santaN（３～）joIItaN（４～）gotaN（５～）ｒｕ－

ｋｕｔａＮ（６～）nanataN（７～）hatlitaN（８～）ｋｊｕｘｔａＭ９～）juttaN（10～）

共起する数表現も共通語的であることから、この助数詞形態は新しい共通語的表現と考えられ

る。

(7)｛masi）・・・・tanaga（田）・ｐｉｔｅ（畑）

pitumasi（１～）Futamasi（２～）miXmasi（３～）ｊｕｘｍａｓｉ（４～）

ワitsimasi（５～）ｎｎｍａｓｉ（６～）nanamasi（７～）ｊａｘｍａｓｉ（８～）
O

hakonaxmasi（９～）ｔｕ:rnasi（10～）

(8)（giburi）・・・・ｃｉｘ（家）＜＝軒＞

音韻的に条件づけられる異形態として、／kiburi／（無声化した母音の後）．／giburI／(上

記以外）がある。

pitexgiburi（１～）Fute:giburi（２～）mixgiburi（３～）juxgiburi（４～）

，isikiburi（５～）９ngiburi（６～）nanagiburi（７～）jaxgiburl（８～）

hakonaXgiburM9～）tukiburi（10～）

１軒と２軒に相当する部分の数詞部分に通常と異なる形態が現われているが、その条件は不明

である。

(9)｛siina）・・・・料理の品数く＝品＞

pitusina（１～）Futasina（２～）、i:siina（３～）ｊｕ:ｓｌｎａ（４～）７itsisina

（５～）nnsina（６～）nanasina（７～）ｊａ:sina（８～）hakonaxslna（９～）
O

tusina（10～）

(1０（musl）・・・・行事

ｐｉｔｕｍｕｓｉ（１～）Futamusi（２～）miXmusi（３～）ｊｕＸｍｕｓｌ（４～）
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７itsimusi（５～）ｎｎｍｕｓｉ（６～）nanamusi（７～）ｊａ:ｍｕｓｉ（８～）

hakona:musii（９～）ｔｕｍｕｓｉ（10～）

拝所のkangjo:dzi（神願い）や、niXbitJijoi。，aina:joi（結婚式）などのjｏｉ（祝い）を数

えるのに用いる。

(11）｛gi）・・・・食事

音韻的に条件づけられる異形態として、／ki／（無声化した母音の後）。／gi／（上記以外）

がある。

ｐＩｔｕｇｉ（１～）Futagi（２～）ｍｉ:ｇｉ（３～）ｊｕ:ｇｉ（４～），isiki（５～）

l3ngi（６～）nanagi（７～）ｊａ:gｉ（８～）hakonagi（９～）ｔｕｋｉ（10～）

(12）｛paR）・・・・，ijagu（橋）

pltupaX（１～）FutapaZ（２～）ｍｉ:ｐａ：（３～）ｊｕ:paX（４～）７itsipaX

（５～）９npa：（６～）nanapa：（７～）jaXpaX（８～）hakonapa：（９～）

tupaX（10～）

ｐａ：は本来は「葉」であると言われる。橇とその形状が似ているところから助数詞として用い

られたものと考えられるが、対象が擢に限られるところからくタクソノミー助数詞＞と考えられ

る。

3.2形状により決定される助数詞

形状助数詞はすべて無生物（扱い）のものに対して用いられている。

(1)（ira）・・・・平たい形状のものく＝枚＞

音韻的に条件づけられる異形態として、／Rra／（母音の後について融合）．／Ira／（上記以

外）がある。

piteXra（１～）Fute:rａ（２～）mixra（３～）juira（４～），ｉＭ:rａ（５～）

muira（６～）nane:rａ（７～）jaira（８～）hakoneXra（９～）tuira（10～）

ｋａｐｉ（紙）．，e：（絵）・JaliN（写真）・ｊａｄｕ（戸）・nagajadu（障子）．tatamex(畳）・

ka:rａ（瓦）・ｓａｒａ（木皿）・kudzara（瀬戸物の小皿）・sure：（瀬戸物の大皿）などの形状

が平たいものの他に、ｎａｘｂｉ（鍋）・pangama（釜）・maXri（椀）・sabaN（茶碗)などのよ

うに素材の形状が平たいものを数えるときにも用いる。

(2)（siN2｝・・・・細長い形状のものく＝本＞

pitusiN（１～）FutasiN（２～）ｍｉ:siN（３～）ｊｕ:SIN（４～），itsisiN（５～）

unsiN（６～）nanasiN（７～）ｊａ:siN（８～）hakona:SIN（９～）tutsIN（10～）
o

7itu（糸）・ｐａｒｉ（針）・ｂｕ：（紐）・ｊｏＸｄｚｉ（管）・duX（櫓）・SOR（竿）・ｂｏ：（棒）・

piN（笛）・FutJi（筆）・ｋｉｘ（材木）・ｐａｒａ（柱）・ｋａｍａｇｕ（蒲鉾)．katsuXbusI（鰹節）

などに対して用いられる。
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(3)｛ｇｕ｝・・・・丸い形状のもの

音韻的に条件づけられる異形態として、／ku／（無声化した母音の後）．／ｇｕ／（上記以外）

がある。

ｐｉｔｕｇｕ（１～）Futagu（２～）ｍｉ:gｕ（３～）ｊｕＸｇｕ（４～）７isiku（５～）

Pngu（６～）nanagu（７～）ｊａＸｇｕ（８～）hakonagu（９～）ｔｕｋｕ（10～）

，i：（お握り）・mutsii（餅）・kijX（卵）・ｋａｎｄｚｕｍｅ（缶詰）・ｓａｋｉ（＜壜入りの＞酒）

・ｋａｍｉ（瓶）・ｓｕｐｕ（壷）などの丸く固いものに対して用いられる他に、junta（ユンタ）．

?ajagu（アヤゴ）・d3iraba（ジラバ）などの歌謡を数えるときにも拡張的に用いられている。

(4)（metｕ｝・・・・二つで－組になっているものく＝揃い＞

ｐｉｔｕｍｅｔｕ（１～）Futametu（２～）miXmetu（３～）juXmetu（４～）

７itsimetu（５～）ｎｎｍｅｔｕ（６～）nanametu（７～）ｊａ:ｍｅｔｕ（８～）

hakonametu（９～）ｔｕｍｅｔｕ（10～）

対象の直接的形状とは関係なく、二つの物が組み合わさって使用されるような形態の、SaPaN

（草履）。，asita（下駄）・kutsu（靴）・ｍａ:sｉ（箸）などに用いられる。

3.3動作により決定される助数詞

動作助数詞はすべて無生物（扱い）のものに用いられている。

(1)（kisi｝・・・・切ることによる。

pitukiJi（１～）FutakiJi（２～）ｍｉ:ｋｉＪｉ（３～）ｊｕ:kiJi（４～）７itsikiJi

（５～）９nkiJi（６～）nanakili（７～）jaXkiji（８～）hakona:ｋｉＪｉ（９～）

ｔｕ:ｋｉＪｉ（10～）

ｔｏ:FＵ（豆腐）などのように、切るという動作によって、数えられる単位が作成される対象に

対して用いられる。

(2)（sihuku）・・・・握ることによる。

pituJiFuku（１～）FutaJiFuku（２～）miXJiFuku（３～）ｊｕ:JiFuku（４～）

，itsiJiFuku（５～）nnJiFuku（６～）nanaliFuku（７～）jaXIiFuku（８～）
o

hakonaxJiFuku（９～）tuXIiFukll（10～）

ｂｉｒａ（韮）．，ａＮ（粟）・ｍｅ：（米）などを収穫するときに、握るという動作によって作成

される一握りの単位をいう。

(3)（slpuri｝・・・・束ねることによる。

pltusIpuri（１～）Futaslpurl（２～）ｍｉ:sIpuri（３～）ｊｕ:slpurI（４～）

，itsislpuri（５～）Rnsipurl（６～）nanasipurl（７～）ｊａ:slpuri（８～）

hakona:sipuri（９～）ｔｕ:sipuri（10～）

７ａＮ（粟）を収穫するときに、上記の６JiFukuを束ねることによって作成される－束ねの単
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位をいう。

(4)（sika）・・・・束ねることによる。

pituslka（１～）Futasika（２～）miXsika（３～）juxsika（４～）７itsisika

（５～）nnsika（６～）nanaslka（７～）ｊａＸｓｉｋａ（８～）hakonaxsika（９～）
ｏ

ｔｕｘｓｌｋａ（10～）

ｍｅｘ（米）を収穫するときに、上記の２１iFukuを束ねることによって作成される－束ねの単

位をいう。

(5)（marisi｝・・・・抱えることによる。

pitumarlsl（１～）Futamarlsi（２～）mixmarisi（３～）ｊｕ:marisi（４～）

７itsimarisi（５～）nnmarisi（６～）nanamarisi（７～）jaxmarisi（８～）
o

hakona:marisi（９～）tuXmarisi（10～）

７ａＮ（粟）の収穫では上記の１０sipuriを、ｍｅ：（米）の収穫では上記のｌ０ｓｉｋａを、それぞ

れ－抱えにまとめることによって作成される単位をいう。また？amasina（砂糖黍）やｔａ:ｍｕ－

nｕ（薪）などについても、一人で抱えられるだけの量をいう。

(6)｛huci｝・・・・口を開くことによる。＜＝□＞

pltuFutsi（１～）FutaFutsi（２～）miXFutsi（３～）juXFutsI（４～）

７itsiFutsi（５～）nnFutsi（６～）nanaFutsi（７～）ｊａ:Futsi（８～）
o

hakonaXFutsl（９～）ｔｕＺＦｕｔｓｉ（10～）

食事を取るときの一口をいう。

(7)（kuci｝・・・・口を開くことによる。＜＝節＞

pitukutsl（１～）Futakutsi（２～）ｍｉ:kutsi（３～）ｊｕ:kutsi（４～）

７itsikutsi（５～）nnkutsi（６～）nanakutsi（７～）jaXkutsi（８～）
O

hakona:kutsi（９～）ｔｕ:klltsi（10～）

歌謡の一節を歌うことをいう。上記のFUtSiと語源的には同じと思われる。

3.4容器により決定される助数詞

容器助数詞はすべて無生物（扱い）に対して用いられている。

(1)（mari｝・・・・椀に盛るもの

ｐｉｔｕｍａｒｉ（１～）Futamarl（２～）miRmari（３～）ｊｕ:ｍａｒｉ（４～）

７itslmari（５～）Rnmarii（６～）nanamari（７～）ｊａ:ｍａｒｉ（８～）

hakonaXmari（９～）ｔｕ:ｍａｒｌ（10～）

，i：（ご飯）・ｓｓｕ（汁）・ｓｏｂａ（そば）などの食品についていう。

(2)（ziN｝・・・・膳に盛るもの

pitud3iN（１～）Futad3iN（２～）ｍｉ:ｄ３ｉＮ（３～）ｊｕ:ｄ３ｉＮ（４～）
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７itsid3iN（５～）Pnd3iN（６～）nanad5iN（７～）ｊａＸｄ３ｉＮ（８～）

hakonaXd3iN（９～）ｔｍｄ３ｉＮ（10～）

，siki（ご馳走）などについていう。

(3)（paku）・・・・箱に入ったもの

、tupaku（１～）Futapaku（２～）miXpaku（３～）ｊｕ:paku（４～）

，itsipaku（５～）９npaku（６～）nanapaku（７～）ｊａ:paku（８～）

hakona:ｐａｋｕ（９～）ｔｕＸｐａｋｕ（10～）

箱に入ったままのｔＯＸＦＵ（豆腐）などについていう。

(4)（SjaR｝・・・・一升枡で量るもの

pitula：（１～）FutaJa：（２～）mixlaK3～）ｊｕｘｌａＸ（４～），itsiJaX（５～）

９，１.ａ：（６～）nanajaX（７～）ｊａ:jaX（８～）hakona:JaX（９～）ｔｕ:Ja：（10～）

Ｉa：とは－升枡のことである。，aＮ（粟）・ｍｅ：（米）・ｍａｍｉ（豆）・SitatSi（醤油）な

どに用いる。

別の形態として(ｓｕ）も用い、異形態として／ｓｕ・Cju・slna／がある。その場合は数詞部分の

形態も異なる。

，issu（１～）ｎｉｓｕ（２～）saNsu（３～）ｊｕ:sｕ（４～）ｇｕｓｕ（５～）mkutJu

（６～）nanasina（７～）jaXsina（８～）hakona:sina（９～）７ittu（10～＜1

斗＞）

(5)（namori｝・・・・一合枡で量るもの

pitunamori（１～）Futanamori（２～）ｍｉｍａｍｏｒｉ（３～）juxnamori（４～）

，itslnamori（５～）mnamori（６～）nananamori（７～）ｊａ:namori（８～）
o

hakonaXnamori（９～）tuXnamori（10～）

ｎａｍＯｒｉとは一合枡のことである。，ａＮ（粟）・ｍｅ！（米）・ｍａｍｉ（豆）・ｍａｌＳＵ（塩）

などに用いる。

(6)（taru）・・・・樽に入れるもの

pitutaru（１～）Futataru（２～）ｍｉ:taru（３～）ｊｕ:taru（４～），itsitaru

（５～）nntaru（６～）nanataru（７～）jaXtaru（８～）hakona:taru（９～）
ｏ

ｔｕ:tａｒｕ（１０～）

精糖時の樽に入ったsata（砂糖）についていう。

3.5その他

上記の助数詞以外に、類似する計量詞として下記のものが用いられている。

(1)（tu）・・・・＜＝斗＞

ｓａｋｉ（酒）．，aba（油）・ｍｉＪｕ（味噌）などを量るのに用いられる。
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(2)｛baRsi｝・・・・＜＝升＞

ｓａｋｉ（酒）・７aba（油）を量るのに用いられる。

(3)｛goＲ｝．・・・＜＝合＞

ｓａｋｉ（酒）．？aba（油）を量るのに用いられる。

(4)｛'iru｝・・・・＜＝尋＞

深さ・高さ・距離などを量るのに用いられる。

(5)（ｓｅ｝・・・・＜＝畝＞

田畑の面積を量るのに用いられる。

(6)（gutsi｝

田畑の面積を量るのに用いられる。

(7)｛ｋｉＮ｝・・・・＜＝斤＞

slsii（肉）・Ｓａｘ（茶）・ｋｕｂｕ（昆布）などを量るのに用いられる。

4．助数詞の意味構造

以上の助数詞の記述より、波照間方言の助数詞の意味体系を構造づけている基準として以下の

諸点をあげることができる。

・タクソノミーとしてマークされている特徴

・生物（扱い）としてマークされているタクソノミー

・人間･…･…………・｛ｒｉ｝

・動物………………｛gara）

・無生物（扱い）としてマークされているタクソノミー

・植物………………（ｍｕｔｕ）

・植物の実…………｛SiN1）

・舟…………………｛Ima｝

・布…………………｛taN｝

・田.…….………･…（masi｝

・家･………..………｛giburi）

・料理………………（sina）

・行事….……･…….（musi｝

・食事………..…….（ｇｉ）

・擢…………………｛paR）

・形状としてマークされている特徴

．平たい……………（ira）

．細長い……………（SiN2｝
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。丸い（硬い）……（gu｝

・組になっている…（metｕ）

・動作としてマークされている特徴

．切る..………･……（ｋｉｓｉ）

・握る………………（sihuku｝

。束ねる……………（sipuri）（sika）

．抱える.;…･………（marisi）

・口を開く…………（huci｝（kuci｝

・容器としてマークされている特徴

・椀…………………｛ｍａｒｉ）

・膳…………………（ZiN）

・箱･…･………･……（paku）

。－升枡･…･…･……（SjaR｝（ＳＵ｝

・一合枡･…･……･…（namori｝

・樽…･…………･….（taru）

波照間方言の話し手たちは、上記のような諸特徴に着目することによって、類別詞として助数

詞を使い分けているわけである。

注１）同じ琉球方言圏である沖永良部島知名町方言においても、助数詞を用いずに基数詞そのも

ので数量表現をするこのような傾向が著しいことは、久野（1985）に報告がある。

注２）Ｈａａｓ（1942)によれば、このような実質名詞の助数詞転用はタイ語において多く見られる

ことが報告されている。また久野（1985）に、沖永良部方言においてこのような転用が若干例

見られることが報告されている。

注３）概念範鴫を知る手がかりとしての類別詞の重要性の指摘はGLakoffによる。Lakoff

はその例証としてオーストラリアのDyirbal語の類別詞の他に、日本語の助数詞“本'，を類別

詞としてあげている（Lakoffl987）。

注４）Ｈａｓｓ（1942）・Berlin＆Ｒｏｍｎｅｙ（1964）などを参考とした。

注５）このくタクソノミー助数詞＞としての（siN1）と、後述するく形状助数詞＞としての

（SIN2｝とを、同形態ではあるが異なる意味を表す別個の形態素と考える理由は次の通りであ

る。

．（SIN,）の対象事物である植物の実などには、細長い形状のものもあるが丸い形状のもの

も多いので、（SiN2）の意味にそぐわない。

、両形態素の対象の範囲の限定性（狭さ）から、両者を統合して無生物を表す総称(ＳＩＮ｝

をたてることができない。
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･大野（1988）にあるように現在の波照間方言の／si／の拍は歴史的には／ｋｉ・ｃｉ・Ｃｕ・

ｓｉ・ｓｕ／などの拍が音変化をこうむってできたものであり、そのことを勘案すると

｛SiN1｝と（SiN2｝が同形態素ではない蓋然性が残る。
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